


















Dealer

海外戦略では1987年タイ王国に設立した「DIA RESIBON（THAILAND）CO.,LTD.」が、その重要な役割を担っており、2000年には国
際規格であるISO9002の認定を取得（2003年2月　ISO9001へ移行）。また2010年にはｏＳａ（欧州研磨材安全協会）から、欧州の統一
規格であるＥＮ規格を順守し安全な製品を供給するメーカーであると認定されました。高品質な製品の生産を行い信頼度も高く、コスト面でも
負けない世界に通用する競争力をもった工場としてレヂボングループの期待を集めています。2007年4月にはロジャナ工場（Rojana）、
2012年11月にピントン工場（Pinthong）も竣工。今後、といしの需要の増加が見込まれるアジア・中近東、そして北・中南米を有望な市場と
して見据えた生産拠点として、いち早く新しい販売システムを確立させ、販路拡充へと動いています。

Dia Resibon has been playing a key role in Nippon Resibon’s overseas strategy since its incorporation in the Kingdom of Thailand in 1987. A 
globally competitive factory capable of manufacturing high-quality products that combine exceptional reliability and value, the company 
received certification under the ISO 9002 international quality measurement standard in 2000. (The company switched its certification to ISO 
9001 in February 2003.) Furthermore, in 2010, the company was certified by the Organization for Safety of Abrasives (oSa) as a manufacturer 
that observes the European Standards (EN). Additionally, the company launched its Thai production facility in Rojana in April 2007 and in 
Pinthong in November 2012. Dia Resibon stands ready to take advantage of future growth in abrasive products demand in Asia, the Middle 
East and North/Central/South America by moving quickly to build a new sales network and expand sales.
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苦難なき勝利は面白くない。
目指すは世界で認められる技術力。

ユーザーのダイレクトな反応こそ、
私たちの武器であり財産。

世界のトップメーカーへ。
国際市場には手強い夢があふれている。

品質・コスト・納期。
求められるハードルが高いほど、感動も大きくなる。

　古川工場では生産性の向上を目的に、工程内の無駄を省くことに全力を注い

でいます。また製品に異常があれば、製造上のルール～材料～作業の手順などを

再確認して、その問題点を見つけ出し解決に導くことも求められます。

　どこにも負けない安定した品質とコストダウンにより、これまで以上に世界で通

用する工場にするためには、製造工程が決められたルールに準じて動作すること

はもちろん、作業員の意識を一つにまとめることが必要。そのためにも私たちが先

頭に立って、全社員のモチベーションを高めていくつもりです。

　日本製品の輸出、原材料の輸入、そしてタイのダイヤレヂボンのサポートが海

外営業本部の主な業務。日本製品はインドネシアや韓国といったアジア各国へ

輸出し、原材料は中国・韓国などから輸入。販売先や輸入先への営業活動に加

え、輸出入手続きから書類作成も行っています。

　日本・タイ王国以外の第三の生産拠点構想もあり、私たちに求められる役割は

さらに大きくなっています。既存市場での拡販はもちろん、新規顧客の開拓が重要。

まずは日本のトップメーカーから世界のトップメーカーへの基盤を築きます。

　新しい技術や素材、加工法などの特性試験で得たデータを新製品や既存品改

良に応用していくわけですが、何と言っても社員全員が一丸となって新たな商品

を市場に送り出したときの一体感が技術部の醍醐味ではないでしょうか。

　しかし開発業務というものは計画通りに進むことは稀で、当初の設計と大きく異

なるというケースもあり、常にモノづくりの大変さと面白さを実感させられます。そん

な経験を積みながら、より多くの知識を吸収し、いずれは世界シェアを勝ち取る技

術を自らの手で生み出してみたいですね。

　営業という仕事はやはりお客さまの反応が気になるもの。時には厳しい意見もあり

ますが、反対のケースも。たとえば、スキルタッチ友の会で、レヂボン製品を愛用してく

ださっているユーザーの方から感謝のお手紙をいただいたときは感動しました。今後も

一人でも多くのお客さまに喜んでもらえるサービスや情報を提供していこうと思います。

　さまざまな角度から砥石を見て、お客さまの満足度をあげるため、「何をどのよう

に」提供していくかを考え日々取り組んでいきたいと考えています。

私たちの声をお届けすることで、等身大の日本レヂボンを感じていただけるはずです。

Voice of  Employees

V o i c e  o f  E m p l o y e e s

技術本部 技術部

生産本部 古川工場

品質本部 品質保証部

国内営業本部

海外営業本部

管理本部 経理部

意識の一体化を図り、
工場自体のさらなるグレードアップを狙う。

　お客さまの望む品質をクリアするために日々努力しています。具体的には、原材

料の選定からはじまり、工程管理や最終試験の合否判定、出荷後のアフターフォ

ローなどを行っています。ですから自分が検討しているといしがユーザーテストで高

い評価を受けて、商品化されたときの感動は別格のものです。

　これからは長年、職人や作業員のカンやコツに頼っている部分をできるだけ数

値化・規格化していかなくてはなりません。それが、より安定した品質の製品づくり

における最短の近道になるわけですから。

　日々の経費精算や支払、資金繰り、月次・四半期ごとの決算に関する業務や

監査対応、税務関連業務など、会社の「お金」に関わる業務を行ないます。

　経理部は、数字という客観的な尺度で会社の状況を正しく社内外に示すのが

役目です。経営者や投資家はこれらの情報を基にさまざまな判断をくだすことにな

るため、とても重要な部署になります。

　今後においては、IFRS（国際財務報告基準）の適用や、会社がグローバル化・

激変していく中で、従来の制度会計を中心とした役割のみならず、適切な経営判

断ができる材料を提供していきたいと考えております。

言わば、縁の下の力持ち。
だからこそ、やり甲斐もひとしお。
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これからの半世紀を見すえ、「メーカー力」を底上げし、
グローバル化に対応する企業を目指します。

「メーカー力」とは、日々 変化する市場に対し、常に一歩前を歩む力であり、お客様の声を吸い上げ、製品に反映させ、

お客様のもとにお届けできるまでのスピードが鍵となります。

昭和３５年、創業者秋田浩は、砥石の概念をやぶる「曲がる砥石」・屈曲弾性砥石を完成、

「スキルタッチ」と名付け、本格生産を開始しました。

「オフセット砥石では曲面の研磨・研削が難しいのでこれを可能にできる画期的な砥石を開発してほしい」

というお客様の声がその原点でした。

以来、私たち日本レヂボンは産業における「削る」「磨く」「切る」技術をリードしていくとの誇りを胸に、

独自の研削・研磨・切断砥石の開発に取り組んでまいりました。

半世紀の後、弊社グループが生産する砥石の75％を、海外市場でご使用いただいております。

材料調達・生産拠点・販売市場が限りなくグローバル化する中、「ものづくり」の軸を揺るがすことなく、

現場を支える社員と一緒に、お客様の声を素早く反映させ、最良の製品を供給する経営を目指します。

私たち日本レヂボンは、これからの半世紀を見すえ、「メーカー力」の底上げに全社員一丸となって取組み、

オフセット砥石・切断砥石のリーディングカンパニーとして世界にはばたく企業へと鋭意努力する所存です。

今後とも皆様のご指導、ご支援を心からお願い申し上げます。

社 訓
1.信義誠実の人たる事

1.努力の人たる事

1.知識を広め技能を磨く事

1.総ての従業員にとって
　その一生を賭しても悔いのない会社たる事

1.需要先に対して
　最良の製品を最も良心的に供給する会社たる事

1.社会一般からは
　最も信頼される会社たる事

The completion of the headquarters building in March 2006

Top Message

NIPPON RESIBON CORPORATION

本社 ショールーム  Showroom at the head-office Monument of Appreciation感謝碑

1. To be worthy of employees’ lifelong service

2. To provide customers with the best possible 
　products in the most reasonable manner

3. To earn the trust of society

Corporate Principle
1. To act in good faith

2. To strive to do one’s best

3. To expand one’s horizons and polish one’s skills

Code of Conduct

T o p  M e s s a g e

取締役会長　洞口 健一

社 是

“Manufacturer’s Ability” should be defined as
taking the lead over the continuous changes in
the market trend, and also importantly grasp real
needs and voice of customers, which should be
delivered as “the products” in speedy manner.

2006年 3月　本社ビル竣工

In 1960s, the founder of Nippon Resibon, Hiroshi Akita, invented the world’s first flexible 
grinding wheels, which is bendable wheels and becomes epoch making products. The
innovation was born from the voice of the customers who wished to have the wheels to 
grind easily on the curved surface.
Since then, with our pride of leading the technology of “grinding”, “polishing”, and 

“cutting”, we, Nippon Resibon, has been committed to create further technological
advancement.
After the half century since the establishment, 75% of wheels supplied by Nippon
Resibon group are currently consumed in the global market.
Not only material supply, but also production facilities and sales market have been
limitlessly globalized, together with all of our staffs, I aim the management that can
deliver the best products reflecting the real voice of the customers as quickly as possible, 
without changing the essence of the "Manufacturing". 
Nippon Resibon, as the leading company of “grinding”, “polishing” and “cut-off” wheels, 
continues to work together to enhance the level of the “ Manufacturer’s Ability” and fly
towards the global market in the next half century
Finally, I would really appreciate all of you for continuing support and encouragement.

Kenichi Horaguchi  Chairman
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 〒550-0014　大阪府大阪市西区北堀江1丁目22番10号　TEL：06-6538-0136　FAX：06-6538-0177

生産本部
〒509-4215　岐阜県飛騨市古川町杉崎260番地　TEL：0577-73-3316　FAX：0577-73-5704
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